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参考書 Focus Z  数学Ⅲ(フォーカス ゼータ) （啓林館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学Ⅲは、新しい考え方が多くあります。そのためなかなか受け入れられないことも多いでしょ

うが、しっかりと予習復習することにより、新しい考え方になじんでいってほしいと思います。 

そのためには、毎日の復習が不可欠です。内容も高度ですし、毎日授業があり、進度も速めです。

定期考査前に慌てて復習しても間に合いません。毎日の復習を習慣にして、しっかりついてきて

ください。 

 

２ 学習の到達目標 

平面上の曲線、複素数平面、極限、微分法および積分法についての理解を深め、知識の習得と技

能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともにそれらを積極的に活用す

る態度を育てる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や 

考え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

平面上の曲線と複素

数平面、極限、微分法

および積分法に関心

を持つとともに、そ

れらの事象の考察に

積極的に活用して数

学的論拠に基づいて

判断しようとする。 

事象を数学的に考察

し表現したり、思考

の過程を振り返り多

面的、発展的に考え

たりすることなどを

通して、平面上の曲

線、複素数平面、極

限、微分法、積分法に

おける数学的な見方

や考え方を身につけ

る。 

平面上の曲線と複素

数平面、極限、微分法

および積分法におい

て、事象を数学的に

表現、処理する仕方

や推論の方法などの

技能を身につける。 

平面上の曲線と複

素数平面、極限、微

分法および積分法

における基本的な

概念、原理、法則な

どを体系的に理解

し、知識を身につけ

ている。 

評
価
方
法 

・考査の成績 

・課題提出の状況 

・授業に取り組む姿

勢 

・小テストやプリン

ト演習への取り組

み 

・考査の成績 

・課題提出の状況 

・授業に取り組む姿

勢 

・小テストやプリン

ト演習への取り組

み 

・考査の成績 

・課題提出の状況 

・授業に取り組む 

姿勢 

・小テストやプリン

ト演習への取り組

み 

・考査の成績 

・課題提出の状況 

・授業に取り組む 

姿勢 

・小テストやプリン

ト演習への取り組

み 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
中
間 

複
素
数
平
面 

複素数平面 

複素数の極形式 

ド・モアブルの定理 

複素数と図形 

式と曲線 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a:複素数平面や２次曲線に関

心をもち、それの性質を理解し

ようとしているか。 

b:複素数平面上の点の表現方

法や、２次曲線を媒介変数や極

型式などで表すことを通じて

数学的な見方や考え方を身に

つけている。 

c:複素数平面、２次曲線の表現

方法を理解し処理する技能を

身につけている。 

d: 複素数平面や２次曲線の基

本を理解し、それらの表現方法

の知識を身につけている。 

考査評価 

確認テストや

課題への取

り組み状況

などの割合

評価 

１
学
期
期
末 

極
限 

関数 

数列の極限 

無限等比数列 

無限等比級数 

関数の極限 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a: 極限に関心をもち、極限の

性質を理解しようとしている

か。 

b: 数列や関数の極限を考察す

ることを通じて数学的な見方

や考え方を身につけている。 

c: 数列や関数の極限を求めた

り、無限級数の和を求めたり、

処理する技能を身につけてい

る。 

d:関数や数列の極限に関する

基本的な概念、原理、法則など

を理解し知識を身につけてい

る。 

考査評価 

確認テストや

課題への取

り組み状況

などの割合

評価 



２
学
期
中
間 

微
分
法 

導関数 

曲線の方程式と導関数 

接線の方程式 

関数値の変化とグラフ 

方程式、不等式への応用 

速度、加速度、近似式 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: 微分法に関心をもち、微分

法の性質を理解しようとして

いるか。 

b: いろいろな関数を微分する

ことについて考察することを

通じて数学的な見方や考え方

を身につけている。 

c:関数の増減を求めたり、曲線

を描き、考察することができ

る。 

d: 微分法に関する基本的な概

念、原理、法則などを理解し知

識を身につけている。 

考査評価 

確認テストや

課題への取

り組み状況

などの割合

評価 

２
学
期
期
末 

積
分
法 

不定積分 

定積分 

置換積分法と部分積分法 

面積、体積 

道のり、曲線の長さ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: 積分法に関心をもち、積分

法の性質を理解しようとして

いるか。 

b: 積分法の考えをもちいて、

関数や数量を考察したり、思考

の過程を振り返ったりするこ

と通じて数学的な見方や考え

方を身につけている。 

 

c:不定積分、定積分、図形の面

積や体積などを求めることが

できる。 

d: 積分法に関する基本的な概

念、原理、法則などを理解し知

識を身につけている。: 

考査評価 

確認テストや

課題への取

り組み状況

などの割合

評価 

３
学
期 

総
合
演
習 

入試問題の演習 ○ ○ ○ 

 

○ a: 数学全般に関心をもち、問

題を解決する姿勢を身につけて

いる。 

b:ひとつの問題に対し、多方面

からアプローチできる。 

c:問題に対し、細部にわたって

考察できる。 

d:問題に対し、正確な解決方法

をとることができる。 

考査評価 

確認テストや

課題への取

り組み状況

などの割合

評価 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


